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─────────────────────────────────────────── 
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 日程第５ 議案第98号 平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号） 

────────────────────────────── 
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局長 長谷川澄男君        書記 江藤 尚人君 
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────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

市長 ……………………… 首藤 奉文君   副市長 …………………… 清水 嘉彦君 

教育長 …………………… 清永 直孝君   総務部長 ………………… 野上 安一君 
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────────────────────────────── 

午前10時00分開議 

○議長（渕野けさ子君）  皆さん、おはようございます。議員及び執行部各位には連日の御審議、

また寒さの中での現地調査等でお疲れのことと存じますが、本日もよろしくお願い申し上げます。 

 ただいまの出席議員数は２１人です。定足数に達しておりますので、これより本日の会議を開

きます。 

 執行部より、市長、副市長、教育長、各部長及び関係課長の出席を求めております。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の議事日程第５号により行います。 

 日程に入る前に、執行部より発言の申し出がありますので、これを許可します。スポーツ振興

課長。 

○スポーツ振興課長（加藤 勝美君）  スポーツ振興課長です。１４日の本会議の席におきまして、

庄内総合運動公園の有効利用の望ましいと思われる活用方法に対しまして、私の一方的な不適切

な答弁を行ってしまい、各関係する方々へ多大な御迷惑をおかけいたしまして深くおわびを申し

上げるとともに、本会議の席で私のいたしました発言を撤回させていただきたいと思います。今
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後は、他課との連携を十分にとりながら、業務の遂行を図っていきたいと思います。本当に申し

わけありませんでした。（発言する者あり） 

○議長（渕野けさ子君）  教育長。 

○教育長（清永 直孝君）  教育委員会の職員の不適切な発言があったことで、多大な御迷惑をお

かけいたしました。今後はやっぱりこのようなことがないように発言の重さについて十分指導し

てまいりたいと思います。まことに申しわけありませんでした。 

○議員（４番 長谷川建策君）  教育長、どういうことを言うたのか。 

○議員（１番 鷲野 弘一君）  何が不適切かそれをもう一編言えばええやろ、おかしいやろう、

それ。（発言する者あり）なんか、ビジョンがあったんじゃろうが、それは。 

○議長（渕野けさ子君）  教育次長。 

○教育次長（島津 義信君）  教育次長でございます。ただいまの課長の発言につきましては、庄

内総合運動公園に総合体育館の建設が決定をしているというような誤解を与えるような発言をし

たということで、その部分について撤回をさせていただきたいということでございますので御理

解をお願いしたいと思います。 

○議員（１番 鷲野 弘一君）  それは、教育ビジョンとして考えていると言っただけだ。ビジョ

ンじゃないか、それは。 

○議員（２番 廣末 英德君）  いや、その体育館を建てるって発言してないじゃろ、その発言内

容をちょっと見せてください。 

○議長（渕野けさ子君）  先ほど言いましたように他課との連携というようにおっしゃっていまし

たので、それがなされてなかったということもありますので、この発言はこのままでとどめてい

ただきたいと思います。また、御意見がありましたら、また別の時に発言いただきたいと思いま

す。教育長。 

○教育長（清永 直孝君）  スポーツ振興課内の内部の話の中から構想の１つとして出た話で、そ

れをあたかも教育委員会で決定したかのような誤解を招きかねない発言だったということで、撤

回していただきたいということでございます。（「招いてないよ、それは」と呼ぶ者あり） 

○議長（渕野けさ子君）  そういうふうに判断いたしましたので、今御報告させていただきました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第９４号 

日程第２．議案第９５号 

日程第３．議案第９６号 

日程第４．議案第９７号 

日程第５．議案第９８号 
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○議長（渕野けさ子君）  それでは、日程第１、議案第９４号平成２２年度由布市一般会計補正予

算（第６号）から日程第５、議案第９８号平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）

までの５件を一括議題といたします。 

 付託しております各議案について各常任委員長にそれぞれの議案審査にかかる経過と結果につ

いて報告を求めます。 

 まず、総務常任委員長、髙橋義孝君。 

○総務常任委員長（髙橋 義孝君）  皆さん、おはようございます。総務常任委員会委員長の髙橋

義孝です。ただいまから総務委員会に付託されました案件について御報告をさせていただきます。 

 本委員会に付託の事件は審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の規定

により報告をいたします。 

 日時、場所、出席者、担当課については、委員長報告に記載のとおりであります。審査の結果

について、御報告させていただきます。 

 平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号）は、歳入歳出の総額について６億７,８７４万

４,０００円を追加し、１８４億２,９７５万２,０００円とするものです。 

 当委員会に関係する主な部分は、第２表地方債補正の追加分では、旧合併特例事業債として挾

間小学校耐震補強工事に伴う実施設計分で、小学校施設耐震補強事業１,２４０万円。 

 過疎対策事業債としては財源変更２件、新規２件の計４件、１億７,１７０万円を追加補正、

また変更分では臨時財政対策債、旧合併特例事業債及び辺地対策事業債について補正を行い、変

更後の地方債補正の総額を３７億２,４０５万３,０００円とするものです。 

 次に、歳入では基金繰入金として４,３６６万８,０００円を減額補正し、財政調整基金へ繰り

戻しを行い、これにより財政調整基金の総額は１５億１,７５２万４,０００円となるとの説明が

なされました。 

 次に、歳出では職員手当等にかかる部分で、さきの第３回臨時会において条例の一部改正を行

ったことに伴う減額分であるとの説明がなされました。 

 続いて、総務費文書広報費では大分県の重点分野雇用創出事業交付金を活用して、来年１月よ

りラジオ放送を通じて由布市の情報を発信することにより、由布市内への観光客の増加や地域及

び市の活性化を図ることを目的とした地域発信情報業務の補正であるとの説明がなされました。

委員からは、内容の充実を図り効果的な番組制作を行うこと。また、事業の趣旨にかんがみ、雇

用にあたっては市民の雇用に努めるよう意見がなされています。 

 そのほか主なものは、総合政策課部分では地上デジタル放送に対応するための共聴施設整備事

業補助金１,８８９万７,０００円の増額補正。地域振興課部分では、湯布院分で特定防衛施設周

辺整備として、３地域に防犯灯を新設するための工事請負費７６０万円の増額補正。また、米軍
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の移転訓練に伴う対策本部及び現地対策事務所の設置にかかる経費として、防衛施設周辺整備総

務費２８５万９,０００円の増額補正。 

 庄内分では、電源立地対策交付金で予定していた市道柿原中学校線改良事業が、県営中山間総

合整備事業で実施されることに伴う事業内容の変更で、竹の中防火水槽設置工事６００万円及び

大龍東部消防団小型動力ポンプ購入事業１９０万円の予算の組み替えであるとの説明がなされま

した。 

 続いて、挾間分では工事請負費１００万円は民有地に設置した防火水槽について、土地所有者

から撤去していただきたい旨の申し出があり、土地所有者と協議した結果、撤去し現状復旧する

ための費用であるとの説明がなされました。これに対し各委員からは、平成７年に土地所有者及

び地域からの要望により、全額公費負担で設置しており、その経緯からしても撤去費用を公費で

負担することは、市民の理解が得られないのではないか、住宅が密集しており、防火水槽がなく

なれば地域の安全が損なわれる。また、所有権については、設置時に今後は権利を主張しないこ

とも同意しているのではないか等の意見がなされました。担当課からは、撤去については地元自

治区とも協議を行い了承は得ている。また、撤去後は隣接箇所へ消火栓を設置する方向で検討し

ている旨の答弁がなされましたが、さらに委員より土地所有者と協議し、撤去費用を負担しても

らうことはできないのか。また、地域防災上に観点から、防火水槽設置分の土地を購入してはど

うか等の意見がなされました。 

 その後、担当課より再度これまでの協議経過及び市の対応について説明を受けました。これら

の説明に対して委員より、今回の撤去については防火水槽設置の経緯、協議経過における疑問を

感じる中で、さらに検討が必要であるとの強い要望がなされ、当該予算に対する取り扱いについ

て協議した結果、さらなる方策を検討し、土地所有者との交渉を重ねる必要があることなどから、

この予算執行については凍結すべきとの結論に至りました。 

 そのほか、当委員会の関係部分について各課より詳細な説明が行われ、これらの説明に対して

は各委員よりるる質疑や意見がなされました。委員会でなされた意見については、誠意ある対応

を求めます。慎重審査の結果、全員異議なく原案のとおり可決すべきものと決定をいたしました。 

 以上で、総務委員会の審査の報告を終わらせていただきます。何とぞ御賛同賜りますようによ

ろしくお願いいたします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、教育民生常任委員長、佐藤郁夫君。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  改めまして、おはようございます。教育民生常任委員会

から、我が本委員会にかかります付託案件につきまして御報告申し上げます。 

 本委員会に付託の事件は審査の結果、下記のとおり決定いたしましたので、会議規則第

１０３条に規定により報告をいたします。 



- 232 - 

 日時は１２月１４日、１５日でございます。その他の部分のつきましては、列記のとおりでご

ざいますので、御一読をお願いいたします。それでは、審査の結果を御報告します。 

 議案第９４号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号）でございます。 

 審査の経過及び理由並びに結果でございますが、本委員会にかかる主なものについて、３款民

生費では社会福祉総務費で社会福祉センター新設に伴う、水道加入負担金が新規計上されており

ます。また、民生児童委員の切りかえにより、新任の委員５３名に対する県協議会の負担金

５３万円が計上されております。障がい者福祉費では、障がい福祉サービス費や自立支援医療費、

補装具給付費等の見込み増に伴い増額補正となっています。介護保険事務費では、介護給付費等

の見込み増に伴い繰出金を増額補正をしております。児童福祉総務費の扶助費については、児童

手当・子ども手当について、出生・転入などによる人員増による増額であります。設計委託料

１８５万９,０００円については、湯布院児童クラブが湯布院小学校の校舎建てかえにより新た

に児童クラブ室が必要となったため建設するものでございます。母子寮措置費は当初予算で１名

分を計上していましたが、入所期限延長により増額補正をしたものであります。生活保護費は扶

助費の見込み増による増額補正です。 

 ４款衛生費では、予防費で日本脳炎予防接種委託料が制度変更に伴い７７８万３,０００円の

増額補正であります。 

 １０款教育費では、教育総務費の委託料として挾間小学校耐震補強工事実施設計業務にかかる

設計管理１,２１０万６,０００円、地質調査９８２万円が計上されております。建てかえにより、

運動場が狭くなるという心配する意見が出ましたが、基準はクリアできているとの説明がありま

した。また、星南小学校、朴木小学校閉校にかかる廃棄物処理業務委託料として５１万４,０００円

が増額補正されております。社会教育費では、自治公民館３ケ所の整備について補助金５８８万

５,０００円を増額補正しています。保健体育費では、湯布院総合運動場改修工事に３,１９２万

５,０００円の増額補正を行っています。 

 慎重審査の結果、全員一致で原案を可決すべきものと決定しました。 

 続きまして、議案第９５号平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予算（第３号）でござい

ますが、その審査の経過及び理由並び結果でございますが、本補正予算は歳入歳出から８,３３３万

７,０００円を増額し、予算の総額を３４億５,０３８万６,０００円と定めるものであります。 

 今回の補正は介護サービス費、介護予防サービス費、高額介護サービス費の見込み額の増額と、

それに伴う国庫支出金、支払い基金交付金、県支出金、繰入金の増額であります。また、雑入に

ついては第三者納付金、返納金の発生による増額、地域支援事業については、見込み額の減額に

よるものであります。 

 審査の結果は全員一致で原案を可決すべきものと決定いたしました。どうぞ皆さんの御賛同を
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賜りますようお願いします。 

 訂正します。地質調査の９８２万円で訂正方お願いします。（発言する者あり）９８万

２,０００円な。済みません。ちょっと書き方が悪いね。９８万２,０００円です。正しくは、

９８２万円が、９８万２,０００円で計上されております。訂正をお願いします。 

 皆さんの御賛同を賜りますようよろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  次に、産業建設常任委員長、太田正美君。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  おはようございます。産業建設常任委員長の太田正美で

す。本委員会の付託の事件は、審査の結果、下記のとおり決定したので、会議規則第１０３条の

規定により報告いたします。 

 審査日時、場所等は表記のとおりであります。審査の結果、事件番号議案第９４号平成２２年

度由布市一般会計補正予算（第６号）、経過及び理由。 

 当委員会に付託された予算のうち、歳入の主なものは土木費国庫補助金では、地域活力基盤創

造交付金と地域連携推進事業費補助金の名称が変更されたことに伴い、新たに社会資本整備総合

交付金４,８４１万１,０００円の新規計上、農林水産業費県補助金では県有害鳥獣捕獲事業８万

１,０００円、個体数調整捕獲事業補助金７７万５,０００円、労働費県補助金では６分野に該当

する事業を重点的に取り組む重点分野雇用創出事業交付金４４５万９,０００円、商工費補助金

では塚原観光協会へ観光用電動自転車１０台を貸与する環境と観光の連携サイクリング事業費県

補助金８１万円です。 

 歳出の主なものは、畜産業費では由布市畜産品評会場の測量設計２４７万８,０００円、口蹄

疫による出荷集中等に伴う市場価格差支援事業補助金６９万７,０００円、家畜特別導入事業に

おいて平成１６年度の貸しつけを最後に５年間経過したことによる過年度精算国庫返納金

３８３万７,０００円、林業振興費ではシカのみを対象とした個体数調整捕獲事業補助金

１５５万円、観光費では電動自転車１０台購入に要する機械器具費８０万円などです。 

 慎重に審査した結果、１、観光費の機械器具費について電動自転車の維持管理については対応

方法等の基準を明確にすること。２、畜産業費の食料設計委託料については、予算計上には賛成

であるが、畜産品評会場建設場所の検証がまだ十分でないことから、再考し委員会の理解が得ら

れた後に執行すべきとの意見を付して、全員一致で原案可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第９６号平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）、経過及び

理由。 

 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ３７６万２,０００円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ２億２,０４２万４,０００円とするものです。 

 歳入の主なものは現年度水道使用料３７６万２,０００円の増額です。 
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 歳出の主なものは、総務管理費の消費税中間申告分としての公課費２４１万５,０００円の増

額、維持管理費は庄内簡易水道ほか、３簡易水道の浄水池砂上げ業務委託料１１９万８,０００円

の増額です。 

 慎重に審査した結果、全員一致で原案可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第９７号平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号）、経過

及び理由。 

 歳入歳出予算の総額に、歳入歳出それぞれ１,９９３万５,０００円を追加し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１億３,１８０万６,０００円とするものです。 

 この補正では、平成１年から２年にかけて、挾間町三船地区で実施した３事業の借入金を、口

蹄疫資金保証金免除繰上げ償還制度を活用し借りかえるものであります。この制度を活用するこ

とによって、公課額は約５０１万２,０００円となります。 

 慎重に審査した結果、全員一致で原案可決すべきものと決定いたしました。 

 次に、議案第９８号平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）、経過及び理由。 

 資本的収入については、主の小河川新設受託金など８２万１,０００円を追加し、２億

８０５万１,０００円。資本的支出は、主に国家公務員の給与改定に準じた人件費など５１万

４,０００円を減額し、４億９５３万５,０００円と定めるものです。収益的支出については、原

水及び浄水費で浄水場沈殿池清掃の委託料、排水及び給水費で原水及び浄水費に組み替える修繕

費、総係費で国家公務員の給与改定に準じた人件費、減価償却費で平成２１年度に実施した建設

改良工事を決算時に建設仮勘定より振りかえた有形固定資産減価償却費が主なものです。 

 予算第４号本文括弧書き中「不足する額２億２８１万９,０００円」を「不足する額２億

１４８万４,０００円は」に、「過年度分損益勘定留保資金１億９,２８１万９,０００円」を

「過年度分損益勘定留保資金１億９,１４８万４,０００円」に、改めるものです。 

 慎重に審査した結果、全員一致で原案可決すべきものと決定いたしました。 

 以上であります。 

○議長（渕野けさ子君）  これより審議に入りますが、委員長報告に対する質疑については、審査

の経過と結果に対する疑義にとどめることをお願いしておきます。報告の順番から、総務委員長

に対しての質疑がありましたらお受けいたします。ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生委員長に対しての質疑ありますか。各委員長報告に対する結果

報告に対する質問です。 

 まず、日程第１、議案第９４号平成２２年度由布市一般会計補正予算（第６号）を議題として

委員長報告に対する質疑を行います。質疑はありませんか。１２番、西郡均君。 
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○議員（１２番 西郡  均君）  教育民生委員長と産経の委員長にお尋ねいたします。 

 教育民生委員長には、裏のページの建てかえにより運動場が狭くなるのではないかと心配する

意見が出ましたが、基準はクリアできていると説明がありましたという意味がようわからんので

すけども、何のことを言っているのか。具体的にどこのことを指して、挾間小学校ならば挾間小

学校の面積がどのくらいその建てかえによって拡大されるのか、そこ等がわかりましたら、湯布

院なんかはあんなに場所がかわったから、すぐわかったんですけども、これではどういうことな

んやろうかというのがわからないんで、基準はクリアできて、基準というのは一体何を指してい

るんかというのがよくわからんのですけど。わかるように教えていただきたいと思います。 

 建設委員長には、やっぱり裏のページの家畜導入事業において平成１６年の貸しつけを最後に

５年経過したことによる過年度精算国費返納金３８３万７,０００円という意味がわからんので

すけども、１６年の貸しつけと今度の返納金がどういう関係にあるのか。わかるように教えてい

ただきたいんですが、以上の２点です。 

○議長（渕野けさ子君）  教育民生委員長。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  お答えします。 

 学校は挾間小です。（「耐震工事で建てかえになるのかな」と呼ぶ者あり）ちょっと後で。 

○議長（渕野けさ子君）  暫時休憩いたします。 

午前10時26分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午前10時31分再開 

○議長（渕野けさ子君）  再開いたします。教育民生委員長。 

○教育民生常任委員長（佐藤 郁夫君）  失礼しました。訂正をお願いします。報告で建てかえに

より、先ほど西郡議員さんおっしゃった部分で、建てかえにより運動場が狭くなると、それから

説明がありましたというまでを、大変悪いんですが削除してください。ちょっと混同してこうい

う報告になりましたので、よろしくお願いします。 

○議長（渕野けさ子君）  産業建設委員長。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  庄内町で平成１６年度以降家畜導入がなかったため５年

間が経過しておりますので、導入資金の借り入れをする必要がなくなったので、その分を国、県

に返済するというものでございます。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。３番、甲斐裕一君。 

○議員（３番 甲斐 裕一君）  産業建設委員長にお聞きいたします。 

 裏面の、１ページの裏面ですかね、観光費これについてちょっと予算書見ればよかったんです

けど、補助金が８１万円、機械器具費で８０万円、あと事務費の中を見るんですけど、その点ど
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のようになっているんでしょうか。私も予算のときに質疑すればよかったんですけど、今気がつ

いたものですから、大変申しわけありません。 

○議長（渕野けさ子君）  ３番、甲斐裕一君、もう一度質問してください。 

○議員（３番 甲斐 裕一君）  はっきり言いまして補助金が８１万円、支出のほうで、歳出のほ

うで８０万円となっております。観光の連携サイクリング事業費補助金、その電動自転車１０台

購入に要する機械器具費８０万円。 

○議長（渕野けさ子君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  差額の１万円はどうなったかという質問でしょうか。

１万円は設置に伴う看板を、そこの表示板をつくるという１万円に充てております。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。１番、鷲野弘一君。 

○議員（１番 鷲野 弘一君）  産建の、産業建設の畜産のとこでございますが、先日私が質疑し

まして、あそこはどういうふうになっているかということをスポーツ振興課長に私が尋ねました。

振興課長も、自分の課として長期的なビジョンとしてそういうふうなことを持たれておるという

ような発言だったと思うんですけど、私もあそこがそういうふうになればいいというふうに思っ

ているだけで、あそこにできるとかいうふうなことは私も認識しておりません。それ一言、言っ

ておきます。 

 それと、私もできれば早く庄内町に畜産の集合検査場ができればいいというふうに思っており

ますが、やはりどういたしましてもやっぱりこれもでも継続審査になっておりますけども、ぜひ

ともできるならばやっぱりこういうふうな問題の中で、あそこはこれからの考えの中で場所変更

ができるようによろしくお願いいたします。 

 それと、塚原のサイクリングのことですけれども、これもよく見ていますと県から竹の（発言

する者あり）質疑です。済みません。なっております。その中で、これも継続になっております

けども、詳しく調べるというふうになっていますけれども、やはり自転車の保管、修理保全のた

めにはお金を取らなければ悪い。だから、それについて１回につきどのくらい今取るのか。大体

案があればひとつ聞かせていただきたいんですけれども。ただでは悪いって。 

○議長（渕野けさ子君）  産業建設常任委員長。 

○産業建設常任委員長（太田 正美君）  質問の趣旨がちょっと不明確なんですが、まず私ども最

初は１４日の質疑のときに、議長より担当の常任委員会には質問をしないようにという言葉があ

ったと思います。その中で、１つは鷲野議員がスポーツ振興課長に質疑したこと自体がもうそこ

でちょっと逸脱していたんではないかというふうにひとつは思います。 

 それと、畜産業費の測量設計についての御質問だと思いますが、６カ所くらいを選定場所とし
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て検討してまいりました。きのうも鷲野議員のそういう質疑の中で、現地確認を再度行いました。

その中で言われるように、やはり神楽殿、野球場等のとっと入り口の駐車場の横に、どうしても

これを建設せんといけんのかなという疑義は、確かに当委員会も思いましたので、委員長報告の

中に再度再考を促し、場所決定についてはもう少し慎重に行っていただきたいという意見をつけ

ております。 

 それと、この塚原の観光用電動自転車については県の１０分の１０の補助金が投入されており

ますので、趣旨はわかるんですが、有料にするわけにはいかないというひもつきの補助金であり

ますので、そういう無料という形態になっております。 

 以上です。 

○議長（渕野けさ子君）  ほかに質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  これで質疑を終わります。 

 これから討論を行います。討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９４号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第２、議案第９５号平成２２年度由布市介護保険特別会計補正予算（第３号）を議

題として質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９５号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第３、議案第９６号平成２２年度由布市簡易水道事業特別会計補正予算（第３号）

を議題として質疑を行います。質疑はありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９６号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第４、議案第９７号平成２２年度由布市農業集落排水事業特別会計補正予算（第

２号）を議題として質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９７号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

 次に、日程第５、議案第９８号平成２２年度由布市水道事業会計補正予算（第２号）を議題と

して質疑を行います。質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  質疑なしと認めます。 

 討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（渕野けさ子君）  討論なしと認めます。 

 これより議案第９８号を採決します。本案に対する委員長報告は可決です。本案は委員長報告

のとおり決定することに賛成の方の起立を求めます。 

〔議員20名中起立20名〕 

○議長（渕野けさ子君）  起立多数です。よって、本案は委員長報告のとおり可決されました。 

────────────・────・──────────── 
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○議長（渕野けさ子君）  これで、本日の日程はすべて終了いたしました。 

 次回の本会議は来週月曜日２０日午前１０時より、議案上程、質疑を行います。 

 本日はこれにて散会します。大変に御苦労さまでした。 

午前10時42分散会 

────────────────────────────── 

 

 


